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Abstract

This paper describes analytical procedures to determine trace elements in silicate and

carbonate rocks using an X ray fluorescence analyzer RIGAKU ZSX e at the Department

of Earth System Science Fukuoka University The analysis was carried out on powder pellets

made by pressing the mixture of g powdered rock and g of lithium tetraborate in

a vinyl chloride ring Calibration lines were gained using standard rock samples obtained

from the Geological Survey of Japan GSJ and standard rock samples from the South African

Bureau of Standards SABS The adapted analytical procedures were applied to the standard

rocks of the GSJ The result shows a good agreement with the recommended values Moreov

er we applied the method to calcite samples from the granitic rock and sedimentary rock fields

in the Watari Peninsula Tsuyazaki Town Fukuoka Prefecture
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Fig. 1. Photograph of the tungsten carbide dice
and vinyl chloride ring
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ほか

ほか など

で した は

のガラスビ ドを しているため ピ ク

が く できない も く する ま

た として する の

は に う を る か

りとなると される さらに サンゴ や

などの の は と

しても であるとされている

など しかしながら これら

は を する に するため ガ

ラスビ ドを することは である そこで

このような を とした

の のため ペレットを い

る の を った では

を

いた の ペレット による なら

びに の の について

べ センタ の

の について する

ペレットを する に

を める ほか

など と とバインダ の を める

ほか など とがある さらに

のペレットの を すために ポリビ

ニ ルアルコ ル を する が

であるが ほか のように しな

い もとられている は もとりあ

つかい には など の

も う の でも できるようにする

という から ポリビニ ルアルコ ル

を せず バインダ のみで める を

した バインダ には の

を した

ペレットの は の りである

とバインダ

をめのう で し

さ の ビニルリング に れ タング

ステンカ バイト のダイス にはさみ

の で した

として センタ

の

と アフリカ

の

および これらを した

を した

は

である の については

に べられている の

を に す と は

で マスクには のも

のを し ホルダ には さ のアク

リル を いた は につき

を する

を した に

に に が するの

で これらの なり を った この は

のソフトウェアを いた
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Table 1.

Table 2.

Analytical condition of trace element analyses

Calibration range accuracy and lower
limits of detection L L D of the
adapted method
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2．検量線

分 析 結 果

微量元素分析 補正 （ ）主

成分元素組成 質量吸収係数 計算 方法

（堀・樋口 ）（ ） 散乱線強度

質量吸収係数 推定 方法（折橋

；土谷・長谷中 ；堀・樋口 ）

（ ）試料 ー 強度 近接

強度 比 取 補正 方法（村田 ）

行 今回 （ ） 試料 ー

強度（ ） 近接 強度

（ ） 比 取 補正 方法 採用 各

元素 検量線 示 検量線 一次式

用 作成

各元素 検量線 測定誤差 検量線範囲

示 値 報告

粉末 法 誤差（折橋

；土谷・長谷中 ；堀・樋口 ）

同程度

今回作成 検量線 用 地質調査総合

ー 岩石標準試料（

） 微量元素 測定

回測定 平均値 標準偏差 推奨値（

； ）

示 示

推奨値 検出限界 低 値 示 元素 除

今回 標準試料 測定値 推奨値 全般的

一致 示 柚原・田口（ ）

報告 ： ー 定量値

多 元素 一致 示 両者 大 差

場合 今回 定量値 方 推奨値

近 場合 多 程度以

下 試料 測定 場合 推奨値

大 場合

含有率 非常 高 検量線 範囲

場合 推奨値 大 山田

（ ） 今回採用 補正法 高含有率

検量線 曲線 示

定量値 推奨値 大

原因 今後 変質岩 脈鉱物

のマトリックス には

から を する

コンプトン

から を する ほか

のピ ク を するバックグラウ

ンド の を って する

などが われている は の のピ

ク を するバックグラウンド

の を って する を した

の を に す は

を いて した

ごとの の と を

に す これらの はこれまでに さ

れている ペレット の ほか

と である

した を いて セ

ンタ の

の を した

の と を

ととも

に に した に されるように

が よりも い を す を く

と の の と は に

よい を す さらに

で した ガラスビ ドによる とも

くの でよい を す に きな が

ある には の の がより に

い が い については

の では できない や から

きくずれる がある さらに のよう

に が に く の からはずれ

る には から きくずれる ほか

は した では に

なると が になることを している し

たがって これが が から きくずれ

た かもしれない や など
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Fig. 2. Calibration lines for trace elements
X ray intensity ratio of peak to background plotted against concentration
after line overlap corrections of each element
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Table 3. Analytical results and the recommended values of the standard rocks from the GSJ.
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に する の の を する

の の を った を

に す

ト ナル の

および の

は の

よりも い を す が められるが

の の に な いは められない

を いた ペレット による

を った の はこれまでに

されている とほぼ する による

は の の と

すると および ともに

および の は なものであるといえる

これにより において を

いた を めた い の

の が になった

分析 行 場合 今回作成 検量線 含有率

範囲 高濃度 試料 扱 予想

試料 対応 堀・樋口

（ ） 高含有率 合成試料 作

成 必要

今回確立 測定法 福岡県津屋崎町渡
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閃緑岩中 鉱物脈 構成 方解石 上位
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方解石 微量元素 測定 行 測定結果

示
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分析 再現性 十分
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Table 4. Trace element concentrations in calcites from the Watari Peninsula
Tsuyazaki Town Fukuoka Prefecture
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分析装置 定量化学分析：（ ）微量元素

南極資料

村田 守 蛍光 線分析法 韓国岩石

標準試料 主成分 微量成分 分析 鳴門

教育大学研究紀要（自然科学編）

岡井貴司 骨格年輪中 微量重金属

元素 何 地質 ー

折橋裕二・柚原雅樹・本間弘次 蛍光

線分析装置 珪酸塩岩石中 微量元素 定

量（ ）

折橋裕二・柚原雅樹・加々美寛雄・本間弘次

蛍光 線分析装置 珪酸塩岩石中 微

量元素 定量（ ）

土谷信高・長谷中利昭 管球 用

蛍光 線分析法 岩石試料中 主成分

微量成分 定量分析 岩手大学教育学部研究

報告

山田康治郎・河野久征・白木敬一・永尾隆志・角

縁 進・大場 司・川手新一・村田 守

線管 用 低希釈率

ー 法 岩石中 主成分 微量成分

希土類 分析 線分析 進歩

柚原雅樹・田口幸洋 蛍光 線分析装置

珪酸塩岩石中 主成分

微量元素 定量分析 福岡大学理学集報

柚原雅樹・田口幸洋 ー 法

珪酸塩岩石 蛍光 線分析

福岡大学理学集報
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/
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77-81
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Terashima S Taniguchi M Mikoshiba

M and Imai N Preparation of Two

New GSJ Geochemical Reference Materials:

Basalt JB b and Coal Fly Ash JCFA

Rh

X

Rh W X

X

a X

ZSX e

b

Co S X

46

40

8

22

55

29

33

33

Tech. Rep. ISEI,

Techn. Rep. ISEI

Geostandards Newsletter


